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① 

急
性
期
医
療
の
強
化

社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
事
業
で
示
さ
れ
た
急
性

期
医
療
の
強
化
。
そ
の
具

体
策
と
し
て
厚
労
省
は
、

「
急
性
期
病
床
群
の
創
設
」

を
提
案
。
こ
れ
を
医
療
法

上
に
定
め
、
一
般
病
床
の

機
能
分
化
を
促
進
す
る
考

え
だ
。
都
道
府
県
が
同
病

床
の
認
定
を
行
う
仕
組
み

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
認

定
要
件
に
は
人
員
・
構
造

基
準
に
加
え
、
病
床
群
ご

と
の
機
能
の
評
価
も
導
入

す
る
と
し
て
い
る
。

②  

慢
性
期
入
院
医
療
の

あ
り
方
の
変
化

13
対
１
、
15
対
１
の
一

般
病
床
に
お
け
る
入
院
が

90
日
を
超
え
る
長
期
入
院

患
者
の
入
院
基
本
料
は
こ

れ
ま
で
特
例
扱
い
さ
れ
て

き
た
が
、
原
則
と
し
て
療

養
病
床
と
同
様
に
包
括
報

酬
化
さ
れ
る
。
90
日
超
の

入
院
患
者
が
、
20
対
１
の

医
療
療
養
病
棟
よ
り
も
医

療
区
分
１
の
割
合
が
大
き

い
と
の
批
判
へ
の
対
応
。

③  

医
療
療
養
病
床
25
対
１

の
ゆ
く
え

２
０
１
２
年
３
月
末
で

の
廃
止
が
６
年
間
延
長
。

背
景
に
は
、
こ
の
間
に
お

い
て
、
20
対
１
医
療
療
養

病
棟
へ
、
も
し
く
は
介
護

療
養
型
老
人
保
健
施
設
に

転
換
し
て
ほ
し
い
と
い
う

厚
労
省
の
意
図
が
あ
る
。

④  

在
宅
医
療
・
在
宅
支
援

の
充
実

在
宅
で
の
看
取
り
体
制

を
強
化
促
進
の
た
め
に
、

複
数
医
師
・
複
数
看
護
師

体
制
の
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
、
２
０
０
床
以
下
の

在
宅
療
養
支
援
病
院
を
診

療
報
酬
上
で
評
価
。

⑤  

医
療
と
介
護
の
連
携

と
協
働

医
療
と
介
護
の
連
携
強

化
の
観
点
に
よ
り
、
医
療

保
険
に
お
い
て
は
退
院
調

整
加
算
の
見
直
し
、
介
護

保
険
に
お
い
て
は
医
療
連

携
加
算
や
退
院
・
退
所
加

算
に
つ
い
て
算
定
要
件
お

よ
び
評
価
な
ど
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
。

⑥  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
再
構
築

医
療
保
険
に
お
い
て

は
、
亜
急
性
期
と
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
入
院
患

者
が
重
複
し
て
い
る
と
の

指
摘
を
受
け
、
入
院
基
本

料
を
算
定
で
き
る
患
者
の

様
態
を
細
分
化
。
介
護
保

険
に
お
い
て
は
、「
維
持

期
リ
ハ
の
充
実
」の
観
点

に
よ
り
通
所
リ
ハ
で
の
個

別
リ
ハ
ビ
リ
実
施
加
算
が

１
日
複
数
回
算
定
可
能

に
。

⑦ 

チ
ー
ム
医
療
の
再
評
価

７
対
１
、
10
対
１
一
般

病
床
に
限
定
さ
れ
て
い
た

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）に
関
す
る
加
算

が
13
対
１
、
15
対
１
療
養

病
棟
に
も
拡
大
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
療
養
病
棟
で
も

Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
の
実
施
に
よ

り
、
摂
食
・
嚥
下
状
態
、
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問特定非営利活動法人 日本DPC協議会セミナー事務局（東邦薬品株式会社　医療情報室内）
TEL.03-5259-9707  FAX.03-5259-9535  http://www.j-dpc.com/

日本医療経営実践協会 会員優待

開　会 古城資久　医療法人伯鳳会理事長／特定非営利活動法人日本DPC協議会 理事長

第１部 今回の改定の総括と将来展望

講演1「中医協委員として見た今回のダブル改定」
鈴木 邦彦　日本医師会常任理事／中医協委員

講演2「『2025年ロードマップ』から今後の診療報酬改定を展望する」
高橋  泰　国際医療福祉大学 大学院教授／特定非営利活動法人日本DPC協議会 副理事長

第２部 シンポジウム「DPC病院事例を通して考える今回の改定への対応」
［座長］ 古城資久　医療法人伯鳳会理事長／特定非営利活動法人日本DPC協議会 理事長

1 「急性期総合病院の対応――相澤病院」
椛島博彰　社会医療法人財団慈泉会相澤病院経営戦略部特命推進役兼戦略企画室長

2 「グループ病院の対応――TMG（戸田中央医科グループ）」原田恵司　医療法人社団松井病院事務長／TMG－DPC研究会責任者

3 「専門病院の対応――美原記念病院（脳神経外科）」
内田智久　財団法人脳血管研究所附属美原記念病院医事課長

主
な
内
容

関東支部
「医療経営道場」発!!

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

Ｗ
改
定
12
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
社
会
保
障
改
革
の
２
０
２
５
年
モ
デ
ル
」実
現
へ
の
第
一
歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
２
０
１
２
年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
Ｗ
改
定
。

関
東
支
部
主
催「
医
療
経
営
道
場
」（
１
月
24
日
）に
お
い
て
、
遠
藤
正
樹
・
関
東
支
部
理
事（
医
療
法
人
社
団
康
明
会
常
務
理
事
／
法
人
本

部
長
）が
今
改
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
12
挙
げ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

2012年度 診療報酬・介護報酬

W改定のキーワード12
① 急性期医療の強化

② 慢性期入院医療のあり方の変化

③ 医療療養病床25対1のゆくえ

④ 在宅医療・在宅支援の充実

⑤ 医療と介護の連携と協働

⑥ リハビリテーションの再構築

⑦ チーム医療の再評価

⑧ 認知症への対応

⑨ 24時間地域巡回型訪問サービスの導入

⑩ 高齢者住まい法の改正

⑪ 地域包括ケアシステムへの対応

⑫ DPC　病院グループ別係数の新設

遠
藤
正
樹
・
関
東
支
部
理
事

Do N
ot 

Pr
int

.
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褥
瘡
な
ど
の
改
善
が
み
ら

れ
、
抗
菌
薬
や
抗
Ｍ
Ｒ
Ｓ

Ａ
薬
の
削
減
効
果
が
み
え

た
た
め
。

⑧ 

認
知
症
へ
の
対
応

医
療
保
険
に
お
い
て

は
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ（
問
題
行

動
）へ
の
対
応
と
し
て
認

知
症
療
養
病
棟
の
30
日
以

内
の
評
価
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
介
護
保
険
に
お
い

て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
者
の
重
度
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
夜
間
ケ
ア
加

算
、
看
取
り
介
護
加
算
の

評
価
が
見
直
さ
れ
た
。

⑨  

24
時
間
地
域
巡
回
型
訪

問
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

日
中
・
夜
間
を
通
じ
て

１
日
複
数
回（
15
〜
20
分

程
度
）の
定
期
訪
問
と
随

時
の
対
応
を
、
訪
問
看
護

と
訪
問
介
護
が
連
携
し
て

行
う
サ
ー
ビ
ス
を
新
設
。

⑩  

高
齢
者
住
ま
い
法
の

改
正

２
０
１
１
年
４
月
成
立

の
改
正
高
齢
者
住
ま
い
法

に
よ
り
、「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
」が

創
設
。
こ
れ
は
、「
要
介

護
度
が
重
度
化
し
た
場
合

で
も
住
み
続
け
た
い
」と

い
う
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

も
の
。
介
護
保
険
適
用
の

「
24
時
間
地
域
巡
回
型
訪

問
サ
ー
ビ
ス
」と
の
連
携
、

医
療
保
険
適
用
の
訪
問
診

療
や
訪
問
看
護
な
ど
の
在

宅
医
療
の
普
及
拡
大
な
ど

の
新
た
な
事
業
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
。

⑪  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
へ
の
対
応

24
時
間
地
域
巡
回
型
訪

問
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、

市
町
村
独
自
の
判
断
に
よ

る
介
護
報
酬
を
上
回
る
報

酬
の
設
定
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
創
設
―
―
な
ど
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推

進
す
る
た
め
に
介
護
保
険

制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
。

⑫  

Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
グ
ル
ー
プ

別
係
数
の
新
設

調
整
係
数
に
代
わ
る
新

た
な
代
数
と
し
て
基
礎
係

数
が
導
入
。
基
礎
係
数
と

は
、
病
院
の
機
能
や
役
割

に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
そ
の
基
本
的
な
病
床

機
能
を
評
価
す
る
と
い
う

も
の
。
段
階
を
経
て
、
現

在
の
調
整
係
数
か
ら
基
礎

係
数
に
全
面
的
に
移
行
す

る
予
定
。
⑴
大
学
病
院
本

院
群
、
⑵
高
診
療
密
度
病

院
群
、
⑶
そ
の
他
急
性
期

病
院
群
、
の
３
つ
に
区
分

さ
れ
る
。

中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会（
中
医

協
）や
介
護
給
付
費
分
科

会
に
お
い
て
は
、
事
務
局

（
厚
生
労
働
省
）が
説
明
す

る
時
間
に
制
限
が
あ
る
た

め
、
資
料
と
し
て
用
い
る

図
表
や
数
字（
デ
ー
タ
）に

つ
い
て
、
説
明
す
る
箇
所

の
み
を
赤
枠
で
囲
っ
た

り
、
下
線
を
引
い
た
り
す

る
こ
と
が
多
い
。

議
論
の
過
程
で
用
い
ら

れ
る
図
表
や
数
値
だ
が
、

実
は
重
要
な
論
点
が
隠
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
は
看
護
体
制
７

対
１
の
一
般
病
床
の
平
均

在
院
日
数
に
つ
い
て
の
厚

労
省
の
思
惑
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
を
用
い
て
解
説
す

る
。

現
行
の
７
対
１
施
設
基
準

ギ
リ
ギ
リ
の
病
院
は
早
め

の
準
備
を

図
中
の
十
字
の
太
線
は

「
平
均
在
院
日
数
19
日
以

内
、
看
護
必
要
度
10
％
以

上
」と
い
う
７
対
１
入
院

基
本
料
の
施
設
基
準
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
２
つ

あ
る
点
線
の
楕
円
枠
は
、

「
平
均
在
院
日
数
が
短
く
、

重
症
度
・
看
護
必
要
度
が

高
い
」上
位
グ
ル
ー
プ
と
、

長 英一郎
（東日本税理士法人）　著
■ 体裁：Ｂ５判／並製╱1色 128ページ
■ 定価：2,100円
　 （本体価格2,000円＋税5％）
■ ISBN：978-4-86439-040-8

長 英一郎

診
療
報
酬
改
定
プロセス
に
おいて

厚
生
労
働
省
が
図
表
や
数
字
を
多
用
す
る
理
由

―
―「
結
論
」よ
り
も
重
要
な
論
点
を
隠
し
て
い
る

「
平
均
在
院
日
数
が
長
く
、

重
症
度
・
看
護
必
要
度
が

低
い
」下
位
グ
ル
ー
プ
を

示
す（
著
者
作
成
）。

上
位
グ
ル
ー
プ
は
お
お

む
ね「
看
護
必
要
度
20
％

以
上
か
つ
平
均
在
院
日
数

は
10
日
以
下
」
で
あ
り
、

将
来
的
に
は
こ
の
数
値
を

施
設
基
準
と
し
て
誘
導
し

た
い
、
と
厚
労
省
は
考
え

て
い
る
。

一
方
、
下
位
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
は
、
７
対
１
入

院
基
本
料
の
施
設
基
準
ギ

リ
ギ
リ
で
満
た
し
て
い

る
、
も
し
く
は
一
時
的
に

満
た
し
て
い
な
い
病
院
群

で
あ
り
、
２
０
１
２
年
度

改
定
以
降
は
７
対
１
入
院

基
本
料
の
対
象
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

２
０
１
２
年
４
月
ま
で
に

取
る
べ
き
方
策

７
対
１
一
般
病
床
に
お

い
て
平
均
在
院
日
数
、
重

症
度
・
看
護
必
要
度
が
施

設
基
準
ギ
リ
ギ
リ
の
場
合

に
は
、
要
件
を
満
た
す
よ

う
に
他
病
棟
へ
の
転
棟
な

ど
を
検
討
す
る
。

２
０
１
４
年
４
月
ま
で
に

取
る
べ
き
方
策

「
平
均
在
院
日
数
10
日
以

内
、
看
護
必
要
度
20
％
以

上
」と
し
た
場
合
、
病
床

利
用
率
が
ど
の
く
ら
い
に

な
る
か
把
握
す
る
。

定価：3,150円（税込） 
●Ａ5判
●2色刷／192ページ

本
紙
編
集
時（
１
月
24
日
）で
は
ま
だ
診
療
報
酬
点
数
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、

改
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
厚
労
省
が
用
い
る
資
料（
図
表
、デ
ー
タ
な
ど
）を
読
解
す
れ
ば
、

４
月
改
定
の
方
向
性
だ
け
で
な
く
、２
０
２
５
年
ま
で
の
医
療
行
政
の
展
望
が
読
め
る
。

―
―
今
月
中
旬
に『
２
０
１
２
年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
Ｗ
改
定 

政
策
シ
ナ
リ
オ
の
全
貌
』（
日
本
医
療
企
画
）を
刊
行
す
る

長
英
一
郎
氏（
医
療
経
営
士
２
級
）が
本
書
よ
り「
７
対
１
一
般
病
床
の
ゆ
く
え
」に
つ
い
て
の
緊
急
提
言
を
い
た
だ
い
た
。

図表　7対1入院基本料届出病院の平均在院日数と一般病棟の重症度・看護必要度を満たす病院の割合

長
　
英
一
郎
氏

認
定
登
録
医
療
経
営
士
2
級

﹇
２
１
３
１
０
０
１
２
０
１
０
０
２
１
﹈／

東
日
本
税
理
士
法
人

医
療
経
営
士
か
ら
の
緊
急
提
言
!!

［厚労省のメッセージの読解］
平均在院日数が短く重症度の高い７対
１の病院もあるので、現行よりも平均
在院日数を短縮し重症度・看護必要度
を引き上げても問題ない

出典　中医協総会（ 2011 年11 月25 日）配付資料を基に作成

検 証
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科
学
的
デ
ー
タ
と
成
功
事
例
か
ら
導
か
れ
た

診
療
科
別
・
差
別
化
戦
略
の
すべて

医
療
経
営
士
は
、この「
戦
略
思
考
」を
徹
底
的
に
磨
け
！

95
年
に「
病
院
広
報
」を
提

唱
。情
報
提
供
の
確
立
に

向
け
活
動
を
展
開

我
が
国
に
お
い
て
、
医

療
施
設
が
行
う
広
報
活
動

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
は

じ
め
た
の
は
、
１
９
７
０

年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
ほ
と
ん

ど
の
病
院
が
広
報
の
意
味

を
正
確
に
理
解
し
て
い
る

と
は
言
い
難
か
っ
た（
日

本
病
院
会
が
会
員
施
設
を

対
象
に
し
た
調
査
、「
広

報
と
は
な
に
か
」の
問
い

に
対
し
て
約
８
割
が「
広

報
誌
の
発
行
」と
回
答
）。

95
年
、
日
本
Ｈ
Ｉ
Ｓ
研

究
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ

る
日
本
Ｈ
Ｉ
Ｓ
研
究
会
に

お
い
て
、
筆
者
ら
は「
病

院
広
報
」と
い
う
概
念
を

提
唱
し
、
病
院
広
報
を
担

う
人
材
を
養
成
す
る
講
座

を
始
め
た
。

「
病
院
広
報
」と
は
医
療

の
社
会
性
・
人
間
性
を
反

映
し
、
企
業
の
そ
れ
と
は

一
線
を
画
す
。
利
用
者
に

と
っ
て
の
病
院
は
、
医
療

法
の
病
床
区
分
な
ど
で
は

な
く
、
医
師
の
い
る
身
近

な
施
設
を
意
味
す
る
。

医
療
界
の
理
解
が
不
十

分
な
状
況
下
で
は
講
座
は

不
定
期
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
が
、
研
究
会
の

姿
勢
を
評
価
す
る
医
療
機

関
の
支
援
に
よ
り
、
少
し

ず
つ
広
報
活
動
に
対
す
る

理
解
は
進
ん
で
い
っ
た
。

病
院
広
報
に
先
生
は
い
な
い

出
会
い
の
な
か
に
成
長
が
あ
る

こ
う
し
た
経
験
の
積
み

重
ね
の
中
か
ら
、
年
１
回

の
病
院
情
報
誌
の
コ
ン

ク
ー
ル
賞（
Ｂ
Ｈ
Ｉ
賞
）も

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
直

近
の
例
で
は
、
医
療
法
人

社
団
美
心
会（
群
馬
県
高

崎
市
）主
幹
で
、「
Ｈ
Ｉ
Ｓ

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
高
崎

（
２
日
間
）」を
開
催（
表
参

照
）。こ

う
し
た
出
会
い
に
病

院
広
報
の
成
長
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
病
院
広
報
に
は
先
生

が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

病
院
の
規
模
も
設
立
母
体

も
関
係
な
く
、
す
べ
て
を

学
び
の
対
象
と
し
、
自
ら

で
広
報
を
定
義
す
る
よ
う

に
話
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
事
例
は
ど
れ
も「
正

し
い
広
報
」
に
近
づ
き
、

本
物
の「
病
院
広
報
」に
な

ろ
う
と
し
て
い
る

（
次
回
に
つ
づ
く
）。

ここまできた！　「病院広報」の現状
互いの事例を学びあい発展へ

人口の減少や医療の国際化の流れのなかにあって、広報・広告戦略の重
要性はますます高まりつつある。そこで今回から２回にわたり、医療経営
士テキストシリーズ（日本医療企画）「広報・広告/ブランディング」の執
筆者である日本HIS研究センター代表理事の石田章一氏に、病院広報の
変遷や正しい広報のあり方、最新事情などを解説していただく。

リレー連載 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報 第13回

今月の
講師 石田章一 氏　日本HIS研究センター代表理事／ビジョンヘルスケアズ代表

総監修：川渕孝一（東京医科歯科大学大学院医
歯学総合研究科教授）
編著者代表：石田章一（日本ＨＩＳ研究センター
代表理事／ビジョンヘルスケアズ代表）
体裁：B5判・100頁
発刊：2010年6月
定価：2,940円（本体2,800円＋税5％）
ISBN978-4-89041-920-3

医療経営士テキスト
中級・専門・２巻

「広報・広告／ブランディング」
―集患力をアップさせるために―

今月のテキスト表　「HISフォーラムin高崎」の演題

① “踊る血管”阿波踊り健診の広報活動
　～院内各部門が同じ阿呆になり踊りだす～

徳島赤十字病院
（徳島県）

②写真のチカラ
　～心を動かす広報をめざして～

医療法人社団まほし会
真星病院（兵庫県）

③ 地域に開かれた病院として
　～医療法人誠和会における広報活動の取り組み～

医療法人誠和会倉敷紀念病
院（岡山県）

④ 逆紹介推進に向けた取り組み
　～「かかりつけ医検索システム」に期待すること～

社会福祉法人恩賜財団済生
会支部岡山県済生会岡山済
生会総合病院（岡山県）

⑤ もっと、大町 LOVE プロジェクト『おひさまデート』
で看護師確保！　～未来を明るく照らしましょ♪～

市立大町総合病院
（長野県）

⑥ “アンチスティグマ”を目指して！
　～「はんてん木まつり」26年間の歩みから～

医療法人静和会浅井病院
（千葉県）

⑦ 地域小学生のためのオープニングイベント
　～「AED＆救急車を体験しよう」広報戦略と成果～

医療法人社団晃進会
たま日吉台病院（神奈川県）

⑧ 病院と地域を結ぶ新しいコミュニケーションのかたち
　～利用者の視点で考える広報～ 長野市民病院（長野県）

⑨病院広報におけるホームページの役割 医療法人厚生会福井厚生病
院（福井県）

⑩ フィットネス業界激戦区で生き抜く
　～経営を安定させる広報戦略・口コミこそが要～

医療法人社団美心会
（群馬県）

本
書
は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
経
営

企
画
室
の
経
営
参
謀
等
が

身
に
付
け
る
べ
き
、
戦
略

的
経
営
の
理
論
と
実
践
を

解
説
し
た
も
の
で
す
。
病

院
経
営
に
関
す
る
書
籍
は

多
数
存
在
し
ま
す
が
、
本

書
は
以
下
の
３
つ
の
特
長

を
持
っ
て
い
ま
す
。

①  

診
療
科
単
位
ご
と
に

経
営
戦
略
を
解
説

ま
ず
１
つ
目
は
、「
戦

略
」に
焦
点
を
当
て
て
い

る
こ
と
で
す
。
病
院
経
営

の
現
場
で
は
、
業
務
効
率

の
向
上
に
ば
か
り
目
が
い

き
が
ち
で
す
が
、
効
率
性

の
改
善
だ
け
で
組
織
を
成

長
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で

す
。「
過
激
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
だ
け
で
輝
く
こ
と
は
で

き
な
い
」と
筆
者
は
信
じ

て
い
ま
す
。
戦
略
と
は
、

「
何
を
す
る
の
か
、
ま
た

何
を
し
な
い
の
か
」を
通

じ
て
差
別
化
を
実
現
す
る

こ
と
で
す
。
各
医
療
機
関

が
差
別
化
し
、
魅
力
あ
る

特
色
を
持
つ
こ
と
は
わ
が

国
の
医
療
を
よ
り
よ
い
も

の
に
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
本
書
で
は
、
病
院
の

戦
略
を
診
療
科
単
位
に
落

と
し
込
み
解
説
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
病
院
経

営
に
携
わ
る
筆
者
が
日
々

悩
み
、
考
え
て
い
る
こ
と

を
包
み
隠
さ
ず
文
字
や
図

表
に
置
き
換
え
た
も
の
で

あ
り
、
現
時
点
で
の
筆
者

の
考
え
方
や
思
考
回
路
が

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

② 

分
析
サ
ン
プ
ル
の
提
示

２
つ
目
は
、
様
々
な
視

点
か
ら
の
分
析
サ
ン
プ
ル

を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
普
及
す
る
中
で
、
可

視
化
や
統
計
の
技
術
を
身

に
付
け
た
い
と
願
う
方
は

多
数
お
ら
れ
ま
す
。
本
書

で
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る

資
料
を
中
心
に
、
筆
者
が

日
々
実
践
し
て
い
る
分
析

の
サ
ン
プ
ル
を
提
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
自
院
の
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
を
把

握
し
、
戦
略
的
経
営
に
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

③ 

先
進
事
例
を
紹
介

３
つ
目
は
、
医
療
機
能

が
高
い
先
進
的
な
病
院
の

事
例
紹
介
を
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
、
す
べ
て
の
医
療

機
関
に
当
て
は
ま
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
各
病
院
が
汗
と
涙
を

流
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ

事
例
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
自
院
の
状
況
に
適
す

る
戦
略
が
構
築
で
き
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
営
は
終
わ
り
な
き
旅

路
で
あ
り
、
正
解
が
１
つ

で
は
な
い
、
非
科
学
的
な

要
素
を
多
分
に
は
ら
ん
で

い
ま
す
。
非
科
学
的
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
過
去
の
経

験
や
勘
だ
け
に
頼
る
の
で

は
成
長
は
見
込
め
ま
せ

ん
。
非
科
学
的
な
経
営
を

科
学
的
に
、
そ
し
て
実
証

的
に
捉
え
、
戦
略
的
経
営

を
日
本
中
に
普
及
さ
せ
る

と
い
う
意
図
で
本
書
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。

本
書
の
概
念
や
事
例
を

進
化
さ
せ
て
い
く
の
は
、

病
院
経
営
の
実
務
に
携
わ

る
我
々
で
す
。
優
れ
た
事

例
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
今
後
、
書
籍
等
を
通

じ
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
教
示

く
だ
さ
い
。
読
者
の
皆
様

と
共
に
成
長
し
、
明
日
の

輝
け
る
病
院
経
営
の
基
盤

を
創
る
第
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。（
書
籍
の
詳
細
は

4
面
参
照
）

●
医
療
経
営
士
・
実
践
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
、い
よ
い
よ
刊
行
へ
！

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
特
任
講
師
と
し
て
病
院
長
の
経
営
参

謀
を
務
め
、
長
野
市
民
病
院
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
武
蔵
野
赤
十
字

病
院
、
総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院
、
山
形
県
立
中
央
病
院
等
の
地
域
中
核
病
院

の
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
著
者
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

Interv
iew
著者に聴く

井上貴裕氏
東京医科歯科大学医学部附属病院
特任講師、病院経営ストラテジスト

Do N
ot 

Pr
int

.



2012年2月号　4

●
政
府

12
年
度
税
制
改
正
大
綱

「
事
業
税
非
課
税
」は
継
続

政
府
は
２
０
１
１
年
12

月
９
日
、「
２
０
１
２
年

度
税
制
改
正
大
綱
」を
決

定
し
た
。

政
府
税
制
調
査
会
が
７

日
の
会
合
で
12
年
度
税
制

改
正
に
向
け
た
各
省
庁
の

要
望
項
目
に
対
す
る
最
終

的
な
整
理
案
を
公
表
し
、

判
断
を
保
留
中
の
一
部
の

税
制
を
除
き
、
了
承
さ
れ

て
い
た
。

注
目
さ
れ
て
い
た
事
業

税
の
非
課
税
措
置
に
つ
い

て
は
、「
国
民
皆
保
険
の

な
か
で
必
要
な
医
療
を
提

供
す
る
観
点
や
税
負
担
の

公
平
を
図
る
観
点
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
地
域
医
療

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
に
つ
い
て
引
き
続

き
検
討
す
る
」と
し
、
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。ま

た
、
社
会
保
険
診
療

の
課
税
特
例
措
置
、
い
わ

ゆ
る「
４
段
階
制
」
の
見

直
し
は
先
送
り
さ
れ
た
。

こ
の
特
例
措
置
は
事

務
処
理
負
担
を
減
ら
す

た
め
に
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
年
間
の
保
険
診

療
収
入
が
５
０
０
０
万

円
以
下
の
開
業
医
な
ど

が
申
告
す
る
場
合
、
収

入
に
応
じ
て
４
段
階
に
分

け
た
経
費
率
を
乗
じ
た
額

を
必
要
経
費
と
み
な
す
と

い
う
も
の
。

大
綱
を
策
定
す
る
段
階

で
見
直
し
論
も
出
て
い
た

が
、
厚
生
労
働
省
で
適
用

実
態
を
精
査
し
た
う
え

で
、
13
年
度
改
正
で
改
め

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

自
由
診
療
の
事
業
税
軽

減
税
率
、
医
療
法
人
の
軽

減
税
率
に
つ
い
て
も
同
じ

く
、
継
続
事
項
と
な
っ
て

い
る
。

新
規
と
し
て
は
、
医
療

費
控
除
の
対
象
範
囲
に
、

介
護
福
祉
士
な
ど
が
診
療

補
助
と
し
て
行
う
、
喀
痰

吸
引
の
自
己
負
担
分
を
加

え
る
こ
と
を
決
定
。

政
府
税
制
調
査
会
で
は

今
後
、
消
費
税
引
き
上
げ

な
ど
の
議
論
を
進
め
て
い

く
が
、
そ
の
な
か
で
医
療

機
関
の
控
除
対
象
外
消
費

税
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い

て
も
議
論
し
て
い
く
方
針

だ
。

●
厚
生
労
働
省

後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

新
た
な
対
策
を
了
承

２
０
１
１
年
12
月
14

日
、
厚
生
労
働
省
は
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）の
総
会（
会
長

＝
森
田
朗
・
東
京
大
学
大

学
院
教
授
）
を
開
催
し
、

後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

の
た
め
の
環
境
整
備
の
骨

子
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

こ
の
う
ち
医
療
機
関
に

お
け
る
後
発
医
薬
品
を
積

極
的
に
使
用
す
る
体
制
の

評
価
に
つ
い
て
は
、現
在
、

後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加

算
と
し
て
、
医
療
機
関
の

薬
剤
部
門
が
後
発
医
薬
品

の
使
用
を
促
進
す
る
た
め

の
体
制
を
整
え
る
と
と
も

に
、
後
発
医
薬
品
の
採
用

品
目
数
の
割
合
が 

20
％

以
上
の
医
療
機
関
に
つ
い

て
、
診
療
報
酬
上
の
評
価

を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
さ
ら
に
使
用

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

医
療
関
係
者
や
患
者
の
信

頼
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
て「
後
発

医
薬
品
の
品
質
確
保
」に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
く
取
り
組
み
に
加
え

て
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し

た
う
え
で
、
当
該
加
算
の

要
件（
採
用
品
目
数
の
割

合
20
％
以
上
）に「
30
％
以

上
」の
評
価
を
加
え
る
こ

と
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
了

承
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
処
方
せ
ん

様
式
に
つ
い
て
、
現
行
は

「
後
発
医
薬
品
へ
の
変
更

が
す
べ
て
不
可
の
場
合
の

署
名
」欄
が
あ
り
、
処
方

医
の
署
名
に
よ
り
処
方
薬

す
べ
て
に
つ
い
て
変
更
不

可
と
な
る
形
式
と
な
っ
て

い
る
が
、
個
々
の
医
薬
品

に
つ
い
て
変
更
の
可
否
を

明
示
す
る
様
式
に
変
更
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
月
25
日
、
日
本
医
療

経
営
実
践
協
会
の
九
州
支

部
発
起
人
会
と
発
足
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
福
岡
市
の

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

同
支
部
の
発
足
に
あ

た
っ
て
は
病
院
経
営
者
の

ほ
か
、
地
元
の
大
学
や
金

融
機
関
、
会
計
事
務
所
の

代
表
な
ど
、
九
州
の
医
療

と
関
連
業
界
を
リ
ー
ド
す

る
ト
ッ
プ
が
参
画
。
協
会

本
部
か
ら
は
、
小
林
利
彦

理
事（
東
京
大
学
薬
友
会

会
長
）、
須
田
清
監
事（
弁

護
士
、
大
東
文
化
大
学
法

科
大
学
院
教
授
）、
林
諄

理
事（
株
式
会
社
ヘ
ル
ス

ケ
ア
総
合
政
策
研
究
所
代

表
取
締
役
）の
３
人
も
参

加
し
た
。

支
部
長
に
は
橋
爪
章

（
保
健
医
療
経
営
大
学
理

事
長
・
学
長
）を
満
場
一

致
で
選
出
。
理
事
に
は
矢

野
正
子（
聖
マ
リ
ア
学
院

大
学
学
長
）、
杉
町
圭
蔵

（
遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん

が
病
院
・
お
か
が
き
病
院

統
括
院
長
）、
理
事
・
事

務
局
長
に
は
池
本
裕
之

（
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
法

人
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
執

行
役
員
・
部
長
）、
監
事

に
は
権
藤
説
子（
九
州
合

同
税
務
会
計
権
藤
設
子
事

務
所
代
表
）が
、
そ
れ
ぞ

れ
就
い
た
。

そ
の
後
、
橋
爪
議
長
の

進
行
の
も
と
、
支
部
会
則

や
規
則
、
日
本
医
療
実
践

協
会
と
の
役
割
・
活
動
範

囲
分
担
な
ど
を
了
承
・
決

定
し
た
。
ま
た
、
１
２
年

度
の
支
部
事
業
と
し
て
、

①
医
療
経
営
研
究
会「
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
」の
開
催
、

②「
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
」を

通
じ
た
自
院
の
業
務
改

善
、
③
継
続
研
修「
実
践

型
医
療
経
営
を
創
造
す
る

会
」、
④
医
療
経
営
士
の

輩
出
―
―
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
決
め
た
。

橋
爪
支
部
長
は「
当
支

部
で
は
、
病
院
経
営
層
に

と
ど
ま
ら
ず
看
護
部
、
金

融
機
関
な
ど
病
院
運
営
に

は
欠
か
せ
な
い
代
表
に
集

結
し
て
い
た
だ
い
た
。
九

州
の
医
療
に
根
ざ
し
た
独

自
の
情
報
を
発
信
し
な
が

ら
、
地
域
の
医
療
を
向
上

さ
せ
て
い
き
た
い
」と
抱

負
を
語
っ
た
。

続
い
て
同
支
部
設
立
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
、
九
州
、
山
口
県
、
沖

縄
県
の
認
定
医
療
経
営
士

お
よ
び
医
療
経
営
士
試
験

合
格
者
ら
30
人
が
参
加
、

交
流
を
深
め
た
。
参
加
者

全
員
が
自
己
紹
介
を
交
え

た
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
医

療
経
営
士
に
か
け
る
想
い

や
支
部
活
動
へ
の
期
待
な

ど
の
声
も
聞
か
れ
た
。

医療経営士のための

News
Topics

&

●
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
九
州
支
部（
福
岡
県
福
岡
市
）

九
州
支
部
発
足
、支
部
長
に
橋
爪　
章
氏（
保
健
医
療
経
営
大
学
学
長
）を
選
出設立記念パーティの様子。橋爪支部長（中央）、

矢野理事（中央左）、林本部理事（中央右）

診療科別・病院経営戦略の

「理論」と「実践」
経営力を磨き抜く、差別化戦略のノウハウを大公開!
［主な内容］
◉ 第1編［序論］
2012年度診療報酬改定等の議論から見る医療提供体制の未来像

◉ 第2編［総論］ 病院経営戦略――データの徹底活用による分析から具体的な戦略立案まで
1　医療機関における経営戦略とは／2　調査データを経営戦略にどう活かすか／3　機能別に求められる病院の方向
性／4　経営戦略と原価計算／5　国立病院機構における原価計算／6　原価計算の活用事例

◉ 第3編［各論・事例研究］　診療科別・経営戦略のすべて
1　脳神経系／2　眼科／3　耳鼻咽喉科／4　呼吸器系／5　循環器系／6　外科／7　整形外科／8　皮膚科／
9　泌尿器系／10　産婦人科／11　血液内科／12　小児科／13　形成外科／14　放射線科／15　リハビリテーショ
ン科／16　緩和ケア科／17　精神科・心療内科／18　総合診療科

著者　井上貴裕（東京医科歯科大学医学部附属病院特任講師、病院経営ストラテジスト）

※  日本医療経営実践協
会会員には、会員サー
ビスとして送付済みです

●定価：1,000円（税込） ➡日本医療経営実践協会会員特別価格 800円（税込）　●B5判／1色刷／40ページ／季刊

■ 新春特集

 全員参加のチーム医療がもたらす
 医療改革・経営改革
［基調論文］ 「はじめにチーム医療ありき」ではない
 発想の転換がチーム医療成功のカギ
近森正幸（社会医療法人近森会理事長・院長）

■ 「医療経営士2級」研究会レポート　第1回テーマ「未収金対策」
■ 医療経営に活かすデータの読み方・使い方　Vol.2
■ TOPICS　医療経営士に集まる視線、高まる期待
──組織一丸となって「医療経営士」輩出を目指す医療機関と金融業界の取り組み
医療法人徳洲会茅ヶ崎徳洲会総合病院／医療法人社団美心会黒沢病院
株式会社徳島銀行／株式会社西日本シティ銀行

2012年2月中旬発売　医療経営士・実践テキストシリーズ2

「医療経営士」情報誌　医療経営の理論と実践
医療経営士のためのマネジメント強化読本!!

好評発売中!!　医療経営士のための経営実践書

●定価：3,150円（税込） ➡日本医療経営実践協会会員特別価格 2,520円（税込）　●Ａ5判／2色刷／200ページ
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